
 

 

  

 

 

 
 

 

 伊豆箱根鉄道株式会社（本社：静岡県三島市、代表取締役社長：伍堂 文康）では、大雄山線5505編成を

従来の青色からミントグリーンに塗色を変更して、９月26日（木）より運行を開始します。 

 大雄山線は、1984年（昭和 59年）に 5000系の第１次車（鉄製）を導入し、２年後にステンレス製車を順次

導入しました。当社の車両は「青」を基調としたカラーで親しまれていますが、当時導入される際は「赤」と「緑」

も候補カラーとして挙げられ、デザイン画も作成されました。「平成」から「令和」に時代が移り変わった今、「緑」

カラーを導入します。 

 大雄山線は 1925 年（大正 14 年）に開業し、来年には開業から 95 年を迎えます。これからも新たな挑戦を

続けるとともに、より色鮮やかさを感じていただけるよう、当時のデザイン画の緑色を再現するのではなく「ミントグ

リーン」を選択しました。 

 名称は、色鮮やかで壮観であることから「ミント・スペクタクル（Ｓpectacle）・トレイン」と名付けました。すでに運

行中の「イエロー・シャイニング（Ｓhining）・トレイン」に続く「Ｓ」シリーズとなります。 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 

 

 

記 

１．車    両   5505編成 

２．愛    称   ミント・スペクタクル・トレイン （略称ＭＳＴ） 

３．運行開始日  2019年９月26日（木） 

４．お問 合 せ   伊豆箱根鉄道株式会社鉄道部 運輸課 

 TEL.055-977-1207  9：30～16：30（土・休日を除く） 

※１０月には「ミント・スペクタクル・トレイン」運行開始を記念して、記念乗車券の発売を予定しております。 

 

以  上 

    

2019年 9月 18日 

伊豆箱根鉄道株式会社 

ミント・スペクタクル・トレイン 


